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肥後銀行

預金 5.1兆円

従業員数 2,180人

自己資本比率 10.45％

拠点数 125（本支店118、出張所5、海外事務所2）

貸出金 4.4兆円

（出所：帝国データバンク資料）
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100周年

プロフィール
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2018年10月専門部署設置

15名態勢

九州フィナンシャルグループのSDGs推進体制

熊本銀行
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SDGsに関する調査結果
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熊本県 2年連続 全国1位
（2021年 1位、2022年 3位、2023年 1位）

「SDGsに積極的な企業の割合」全国ランキング（2024年）

（帝国データバンク「SDGsに関する企業の意識調査」）
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脱炭素、気候変動に対する取り組み
【国際的なイニシアチブへの対応】

TCFD賛同 (2019年6月)
〈気候変動に関する財務情報開示〉

 PCAF 加盟 (2022年6月)
〈投融資先のGHG排出量の測定と開示〉

TNFDフォーラム参画 (2022年8月)

〈自然関連財務情報開示〉

地銀初

地銀初

2024年1月 アーリーアダプター登録

温室効果ガス排出量の内、

Scope１・2について、2030年度までにカーボンニュートラル達成
※Scope1：直接排出量（ガソリン、重油、ガス）、Scope2：間接排出量（電気）

• 2019年12月 熊本県：「2050年熊本県内CO₂排出実質ゼロ」宣言
• 2020年10月 政府：首相所信表明演説「2050年カーボンニュートラル」宣言

KFGカーボンニュートラル宣言（2023年3月公表）

【カーボンニュートラル宣言】
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地銀2番目



県内企業の脱炭素経営の取り組み状況

28.5%

62.3%

7.7%
1.5%

（n=260）

非常に
関心がある

やや関心がある

あまり関心がない

まったく
関心がない

脱炭素への関心度

約9割

➢回答企業のうち、約9割が脱炭素に関心ありと回答。

脱炭素取組の実践状況
➢節電などに取り組む企業は多いが、自社排出量の把握、
計画の策定についてはまだまだ進んでいない。
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節電など、最低限の省エネ

再エネ・省エネ設備の導入

全社的な脱炭素化に向けた取組

自社の温室効果ガス排出量把握

脱炭素に向けた計画策定

【脱炭素取組を実践する上での課題（抜粋）】

「人的余裕がない（44%）」
「本業が忙しく、手が回らない（35%）」
「エネルギー使用量の把握に手間がかかる（32%）」

回答企業の
10%程度

（資料）環境省「カーボンニュートラルに向けた脱炭素事業に関するアンケート調査」

（n=260）
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CO₂排出量算定システム「炭削くん」について

※画面はイメージです

●炭削くんの機能

電気、エネルギー等の各種使用量データをシステムに入力

① 企業活動全体のCO₂排出量算定※（Scope1,2,3）および可視化

② 排出量削減目標の設定及び進捗管理

③ 算定結果のレポート出力

※算定方法については第三者認証を取得予定

シス テ ム
利用料金

自社排出量を

簡単に可視化
Scope1～３

算定可能

PC・スマホOK

マルチデバイス

対応

2年目以降

月額 2,200 円～

（税込）

ご利用開始から1年間は 無料！

※ご利用ユーザー数により異なります
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熊本県内を中心に4000社超、
10自治体超が導入（2025.3現在）



環境省事業の取り組み

地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制
構築モデル事業

戦略的『令和の里海づくり』基盤構築
支援事業

2023年度：環境省事業採択、地域で
の脱炭素支援体制の整備に着手

2024年度：熊本県と連携し、地域での
脱炭素セミナー・研修会開催

2025年度：熊本県の計画書制度と炭
削くんの連携、企業のインセンティブ検討

1,000名超参加

➢2025年3月、関係者協働で、熊本県内初のJ-ブルーク
レジット認証（31.0 t-CO₂）を取得。

➢金融機関が参画するJ-ブルークレジットの取得事例とし
ては全国初。

➢2025年度、環境省「戦略的『令和の里海づくり』基盤構
築支援事業」に採択
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コンサルティングによるお客様のご支援

SDGsコンサルティング カーボンニュートラルコンサルティング

企業 肥後銀行

Scope１：
自社の直接排出（ガソリン、ガス、重油等 化石燃料）
Scope２：
他社から供給された電気・熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope３：
商品・サービスの購入やサプライチェーン全体の間接排出

2020年4月～ 2021年9月～

連携企業

CO₂排出量算定システムを活用
した支援を実施

2025年3月末時点：300社超をご支援

フェーズ１
• 事業活動とSDGsの紐づけ
• バリューチェーン分析

フェーズ２
• SDGs宣言、優先課題の特定
• 目標設定、アクションプランの策定

フェーズ３
• 熊本県SDGs登録制度申請支援
• 社内浸透
• 次年度以降の運営支援

・サプライチェーンCO₂排出量算定支援
・目標設定、削減活動の具体的支援
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ひぎんSDGsサポートローン

ひぎん環境サポートローン

サステナビリティ・リンク・ローン

ひぎんSDGs私募債

ポジティブ・インパクト・ファイナンス

グリーンローン・ソーシャルローン

サステナブルファイナンスの推進

トランジション ファイナンス
外
部
機
関
の
評
価
取
得
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2030年までに累計1兆円
のESG投融資実行

「肥後銀行グリーン預金」の取り扱い

お預入れ頂いた預金を、外部認証を取得した
フレームワークに基づき、再エネ等融資に充当

預入目標
額を達成



290超

0

200

400

2020年2021年2022年2023年2024年

260超

0

100

200

300

2021年 2023年 2024年

作成をご支援したオリジナルロゴマーク（一部）

（コンサルの様子）
（阿蘇水掛けの棚田での

田植え・稲刈り）

2021年よりコンサル企業も参加！

サステナブルファイナンス実行額（単年）

SDGsコンサルティング契約件数（累計）

（億円）

（件）

コンサルティング及びサステナブルファイナンス実績
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くまもとSDGsミライパークの運営（常設の教育施設）

SDGs
教育施設

2025年4月7日グランドオープン

「©２０１０ 熊本県くまモン」

阿蘇くまもと空港
ビジターセンター内に開業
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区画 企業名

① 日本航空

② 三井不動産グループ

③ コカ・コーラ

④ JASM（TSMC）

⑤ 長瀬産業

⑥ マイスティア

⑦ ハイコム

⑧ 日立製作所

⑨ 平田機工

⑩ 九州電力

くまもとSDGsミライパーク 出展企業一覧
➢ 多様な業種の企業が出展。ワークショッププログラムと連携し、各社が取り組むSDGsを情報発信

※25年7月出展
⑤長瀬産業：素材を通じた社会の課題解決

④ＪＡＳＭ：環境保全の取り組み企業出展エリア外観 ②三井不動産Ｇ：木造建築のまちづくり

⑦ハイコム：未来の都市型ファーム ⑧平田機工：ミライを見つめたものづくり
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